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熊谷市庁舎整備基本構想（案）に対する意見及び市の考え方 

 

１ 意見募集期間 

  令和７年２月１日（土曜日）から令和７年２月２８日（金曜日）まで 

 

２ 意見の提出者数及び意見の件数 

  提出者数   ２１件 

  意見の件数  ４２件 

 

３ 意見の概要及び市の考え方 

該当箇所 意 見 の 概 要 市 の 考 え 方 

１.基本構想の

位置付け 

分庁舎方式の廃止は賛成であ

る。各部間の業務内容を整理

し、適正な面積の確保をお願い

したい。 

分庁舎方式によって利用者の

皆様にご不便をおかけしてい

ることは市としても課題とし

て認識しており、新市庁舎整備

時には分庁舎方式を廃止し、行

政センターを除く本部機能の

本庁舎への集約を検討してい

ます。適正な面積の確保につい

ては、今後基本計画以降に検討

していきます。 

２．現状と課題 市立文化センターは 12億円か

けて耐震改修工事をしたので

早期に建て替えはできないと

言っていたが、本庁舎は 20億

円かけて耐震改修工事を行な

っていても早期に建て替えで

きるのは何故か教えてほしい。 

両施設とも、熊谷市個別施設計

画で定める耐久年限まで使用

するため、必要な耐震改修や修

繕工事を実施しています。文化

センターは耐久年限まで 15年

以上ありますが、本庁舎は耐久

年限まで８年と迫っており、残

りの期間を考慮して、現在検討

を進めているところです。 

３．再整備の必

要性 

すでに耐震補強工事を実施し

ており、当面現在の庁舎を使っ

て業務を執行するべきだ。 

本庁舎は、大きな地震が発生し

ても大丈夫なように耐震改修

は行っていますが、耐久年限ま

で８年となり、老朽化や狭あい

化、バリアフリーへの対応な

ど、様々な課題が出てきていま
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す。課題解決のため、建て替え

が必要であると考えています。 

４．基本理念・

基本方針 

障がい者にとって適切な空間、

手すり、スロ－プ等は、必須項

目に値する。健常者への理解を

含めた導入を望む。心のバリア

フリ－を希望する。 

基本構想では、誰にでも優しい

庁舎を基本方針に掲げ、訪れる

人の誰もが支障なく利用でき

る庁舎を目指す方針で検討し

ていきます。 

４．基本理念・

基本方針 

来庁する市民に向けたバリア

フリーと合わせて、職員などに

向けたバリアフリーも整備し

てほしい。 

基本構想では、行政職員の執務

環境を整える方針でまとめて

いますが、市民、職員や関係者

等に対するバリアフリー整備

も踏まえて検討いたします。 

４．基本理念・

基本方針 

熊谷市民の誇りを感じるよう

な熊谷ならではのデザインや、

市民や市外の人にとって熊谷

とわかるような、独自性・オリ

ジナリティのある「熊谷らし

さ」が重要だと考える。 

基本構想では、庁舎の本来機能

に加え、熊谷市の特性を生かし

た庁舎を目指すこととして取

りまとめました。具体的な方針

については、今後基本計画以降

に検討していきます。 

ご意見は、今後の計画等の検討

の参考にさせていただきます。 

４．基本理念・

基本方針 

５．導入機能 

ＮＰＯ法人や企業等との連携

協働や、一息つける憩いの空

間、使いやすい学習スペースな

ど、熊谷市のまちづくりに貢献

したり、ワーカーや学生などの

暮らしにも役立つ場所であっ

てほしい。 

新市庁舎では、来庁者が快適に

過ごせる機能の導入を検討し

たいと考えています。具体的な

導入機能については、今後基本

計画以降に検討していきます。 

ご意見は、今後の計画等の検討

の参考にさせていただきます。 

４．基本理念・

基本方針 

５．導入機能 

・建物を高層にするなど、埼玉

県北部の中心的なランドマー

クとなるような、多様な人が集

まる魅力ある施設となってほ

しい。 

・駐車場台数を十分確保する

など、車社会に対応した施設に

してほしい。 

新市庁舎では、様々な方にご利

用いただけるような庁舎を目

指していきたいと考えていま

す。具体的な方針については、

今後基本計画以降に検討して

いきます。 

駐車場の台数については、熊谷

市建築物駐車施設附置条例に

基づき、県市の導入機能、デジ
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タル技術の進展や高齢化によ

る将来の駐車場の需要等を踏

まえて、今後検討していきま

す。 

４．基本理念・

基本方針 

５．導入機能 

ＺＥＢ化実現はぜひ進めてほ

しい。 

基本構想では、環境に配慮した

庁舎としてＺＥＢ化を検討す

ることとしました。具体的な方

針については、今後基本計画以

降に検討していきます。 

４．基本理念・

基本方針 

５．導入機能 

太陽光等の安全なエネルギー

を利用した上で、飲食スペース

の設置を期待する。 

基本構想では、環境に配慮した

庁舎として自然エネルギーの

活用を掲げました。具体的な方

針や導入機能については、今後

基本計画以降に検討していき

ます。 

４．基本理念・

基本方針 

５．導入機能 

環境に配慮した庁舎で予定し

ている設備や機能の、導入費用

や想定される効果・課題を今後

の計画で公開してほしい。ま

た、施設建設後にも実際の効果

や稼働状況を公開し、他地域に

も影響を与えられると良い。 

庁舎に導入予定の設備による

費用や効果等の情報を公開し

てほしいというご意見と受け

止めました。導入設備の具体的

な検討は、今後基本計画以降に

検討してまいりますが、公開で

きる情報は、適宜、市民皆様に

公開し、検討を進めたいと考え

ています。 

ご意見は、今後の計画等の検討

の参考にさせていただきます。 

５．導入機能 ・災害用の自家発電設備の設

置場所は、浸水想定区域で水

没しないように計画してほし

い。重要設備や倉庫機能等を

地下フロアや地上 1階に置か

ないようにするなど検討が必

要だ。 

・防災備蓄倉庫は、災害時に

想定以上の需要が起こること

も考慮し、容積不足とならな

基本構想では、安全・安心な庁

舎として、災害対策活動の中枢

となる様々な機能を備えた庁

舎を目指すことをまとめまし

た。防災備蓄倉庫は、災害対策

本部の機能を果たせるよう設

置を検討します。具体的な方針

については、今後基本計画以降

に検討していきます。 

ご意見は、今後の計画等の検討
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い十分なキャパシティで計画

してほしい。 

の参考にさせていただきます。 

４.基本理念・

基本方針 

５.導入機能 

市役所は市職員と行政手続の

利用者のことを第一に考えた

上で、市役所本来の目的に特化

した必要十分な設備に留め、限

られた予算を適切に使って、職

員の働きやすさに重点を置い

た庁舎が望ましい。 

新市庁舎整備に当たっては、庁

舎の利便性を確保しつつも、で

きる限りコストを抑える方法

を検討していきます。 

ご意見は、今後の計画等の検討

の参考にさせていただきます。 

５．導入機能 駐車場の収容台数はかなり余

裕のある数で想定してもらい

たい。スムーズな入庫が出来な

いことを理由に、周辺の路上駐

車が起きてしまうことや、近隣

商業施設への迷惑駐車、無理な

場所への駐車など、駐車場問題

が起きないように重点的に解

決してほしい。 

駐車場の台数については、熊谷

市建築物駐車施設附置条例に

基づき、県市の導入機能、デジ

タル技術の進展や高齢化によ

る将来の駐車場の需要等を踏

まえて、今後検討していきま

す。 

ご意見は、今後の計画等の検討

の参考にさせていただきます。 

５．導入機能 「コミュニティひろば」に建て

るのは反対だ。新庁舎は低層部

を県が利用すると聞くが、障害

者、高齢者にとっては１階に窓

口があると良い。 

現時点でそのような決定はし

ておりません。基本構想におい

ては、コミュニティひろばを最

有力の整備予定地といたしま

したので、県と市でどのような

フロア構成とするかなど、具体

的な方針については、今後基本

計画以降に検討していきます。

ご意見は、今後の計画等の検討

の参考とさせていただきます。 

５．導入機能 車椅子利用者が車両の後ろか

らでも乗り降りできる程度の

長さを確保した優先駐車スペ

ースの導入など、使いやすい駐

車場にしてほしい。 

基本構想では、誰にでも優しい

庁舎を基本方針に掲げ、訪れる

人の誰もが支障なく利用でき

る庁舎を目指す方針で検討し

ています。駐車場の詳細の検討

は、今後基本計画以降に検討し

ていきます。 

ご意見は、今後の計画等の検討
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の参考にさせていただきます。 

５．導入機能 耳の聞こえない人のために手

話通訳を配置してほしい。 

基本構想では、誰にでも優しい

庁舎を基本方針に掲げ、訪れる

人の誰もが支障なく利用でき

る庁舎を目指す方針で検討し

ています。 

ご要望は担当課に伝えます。 

５．導入機能 熊谷市手話通訳派遣事務所を

障害福祉課内に配置してほし

い。 

５．導入機能 耳の聞こえない人のための手

話通訳、筆談の案内サインを貼

ってほしい。 

基本構想では、誰にでも優しい

庁舎を基本方針に掲げ、訪れる

人の誰もが支障なく利用でき

る庁舎を目指す方針で検討し

ています。サイン計画等につい

ては、今後基本計画以降に検討

していきます。 

５．導入機能 さいたま市内に設置されてい

る「埼玉県障害者交流センタ

ー」を県北にも設置してほし

い。 

ご意見は、埼玉県にお伝えいた

します。 

５．導入機能 障害や特性を持った職員にと

っては、ＡＢＷ等自由な席配置

の場合、かえって使いづらい場

合があると思われる。障害や特

性の有無に関わらず働く場所

の選択肢が持てるような検討

をしてほしい。 

基本構想では、行政職員の執務

環境を整える方針でまとめて

おりますが、職員や関係者等に

対するバリアフリー整備も踏

まえて検討いたします。 

ご意見は、今後の計画等の検討

の参考にさせていただきます。 

５．導入機能 中圧ガス導管など、供給継続性

や強靭性の高い災害時にも安

心な庁舎を検討してほしい。 

基本構想では、安全・安心な庁

舎として、災害対策活動の中枢

となる様々な機能を備えた庁

舎を目指すことをまとめまし

た。具体的な方針については、

コスト等を踏まえ、今後基本計

画以降に検討していきます。 

ご意見は、今後の計画等の検討

の参考にさせていただきます。 

６．施設規模・

整備エリア 

・政府の方針で市役所の窓口

業務と負担が増える可能性は

新市庁舎の事務スペース等に

ついては可変性を考慮し、新た
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十分にあり、将来的に市役所の

業務は増えるのではないか。そ

のことも踏まえて窓口機能や

職員の事務スペースは余裕を

持ってつくってほしい。 

・新庁舎に埼玉県との複合施

設を併設する計画は、事業費抑

制、スケールメリット等の観点

からも単独の庁舎整備より優

れていると感じる。県施設の誘

致によって、新たな賑わい創出

に寄与し、より多くの人が新庁

舎を訪れ、熊谷市の都市として

の魅力を伝えられると良い。 

な行政需要等にも対応できる

よう必要なスペースを確保す

る方向で検討を進めます。 

埼玉県との複合施設のメリッ

トを生かし、新たなにぎわい創

出に資する施設を目指したい

と考えています。 

６．施設規模・

整備エリア 

示されている基本構想は素晴

らしいと思うが、窮屈にならな

いか、本当に実現できるのか心

配だ。 

分庁舎が集約化されると、面積

が不足するのではないかとい

うご心配と受け止めました。 

基本構想では、分庁舎が集約化

された想定で面積を試算し、実

現可能と考えており、新市庁舎

の事務スペース等については

可変性を考慮し、必要なスペー

スを確保する方向で検討を進

めます。 

６．施設規模・

整備エリア 

コミュニティひろばを整備予

定地とすると、駐車場が立体駐

車場となり使いづらくなるの

ではないか。県と市の合同庁舎

となると、県の意向が優先され

ないか心配だ。現在の本庁舎西

側に新たに市役所を建設する

のが良いと考える。 

駐車場の整備については、熊谷

市建築物駐車施設附置条例に

基づき、県市の導入機能、デジ

タル技術の進展や高齢化によ

る将来の駐車場の需要等を踏

まえて、今後基本計画以降に検

討していきます。市民の皆様、

職員双方にとって使いやすい

施設となるよう、県市で連携し

て検討を進めたいと考えてい

ます。 

整備エリアについては、市庁舎
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整備検討委員会での承認、市議

会への報告を経た上で、「北部

拠点整備予定地に新たに庁舎

を建設する」ことが、現状では

最も有力であるとしたところ

です。 

６．施設規模・

整備エリア 

・コミュニティひろばは埼玉

県と熊谷市が所有する土地と

なっているが、権利関係や長期

的な取り決めなど、県とどのよ

うな協議がなされているか知

りたい。 

・（仮称）第１中央生涯活動セ

ンター基本構想では、コミュニ

ティひろばにおける所有権の

課題を挙げていたが、クリアさ

れたか知りたい。 

・県と市で建てる場合の課題

が気になる。 

県と市との意見交換・調整等を

経て、双方合意の上、複合施設

としての方向に至ったもので

す。既に県市共同で整備してい

る春日部市にある東部地域振

興ふれあい拠点施設や、川越市

にある西部地域振興ふれあい

拠点施設の事例を参考にしな

がら、県市で調整していきたい

と考えています。 

６．施設規模・

整備エリア 

現段階で、コミュニティひろば

を最有力の整備候補地とせず、

幅広く検討をお願いしたい。 

整備エリアについては、市庁舎

整備検討委員会での承認、市議

会への報告を経た上で、「北部

拠点整備予定地に新たに庁舎

を建設する」ことが、現状では

最も有力であるとしたところ

です。 

土地については、先行事例を参

考にしながら、県市で調整して

いきたいと考えています。 

下水道管移設の予定はありま

せんが、敷地の活用方法や駐車

場を含む整備費用につきまし

ては、県と調整しながら検討を

６．施設規模・

整備エリア 

市民にとって使いやすい施設

とすることを重視し、整備エリ

アも慎重に検討してほしい。例

えば、現在の本庁舎西側駐車場

に新たに庁舎を建設する案の

方が、市の意向のみで検討でき

たり、懸念事項として挙げられ

ている建設中の駐車場の課題

もコミュニティひろばを活用

するなど考えられるのではな

いか。 
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６．施設規模・

整備エリア 

コミュニティひろばは、県と

市で保有している土地である

ため、庁舎や駐車場建設でス

ペースが不足した場合、土地

取得費等が余計にかかってし

まい、整備候補地としては適

正ではないのではないか。 

・下水道管の移設や、立体駐

車場の整備費用を含めて検証

するべきだ。 

進めたいと考えています。 

６．施設規模・

整備エリア 

・必要建築面積の確保の欄で

「現在の位置で建て替え」と

「コミュニティひろばに建設」

は、駐車場を含む面積で表示し

ているが、「西側駐車場に建設」

だけ駐車場となる面積が除か

れて表示されているのは何故

か。 

・コミュニティひろばは、県と

市で保有している土地である

ため、県と市の土地の持分割合

によって、市が庁舎整備に必要

な面積が足りなくなるのでは

ないか。 

必要建築面積の確保の欄では、

整備パターンごとの建物建築

時点での建築可能な面積を示

しています。西側駐車場で整備

する場合は、日影規制の影響で

必要建築面積が増えることが

想定され、駐車場も立体駐車場

になる可能性が考えられます。 

コミュニティひろばに整備す

る場合は、県市共同事業の北部

地域振興交流拠点として整備

していく予定ですので、必要面

積は確保可能と考えています。 

６．施設規模・

整備エリア 

コミュニティひろばは、県と市

で保有している土地であるた

め、県と市の土地の持分割合に

よって、市が庁舎整備に必要な

面積が足りなくなるのではな

いか。 

コミュニティひろばに整備す

る場合は、県市共同事業の北部

地域振興交流拠点として整備

していく予定ですので、必要面

積は確保可能と考えています。 

６．施設規模・

整備エリア 

コミュニティひろばを整備予

定候補地とすると、市の持分で

は、必要面積が確保できないた

め、コミュニティひろばを最有

力の整備候補地とするのは反

対である。 
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６．施設規模・

整備エリア 

現本庁舎のエリア内には熊谷

市立商工会館があるが、いずれ

取り壊すと思われるがその点

には触れないのか。現本庁舎の

西側駐車場への建設検討にお

いては、商工会館の取り壊しに

よっては敷地が広くなるので

はないか。 

「西側駐車場に新たに建設す

る」整備パターンでは、商工会

館敷地も含めて比較いたしま

したが、工事期間中に敷地内に

駐車場を確保できないなど行

政サービスへの影響が大きい

こと等から、コミュニティひろ

ばを、現状では最も有力な整備

エリアとしたところです。 

６．施設規模・

整備エリア 

県との合同庁舎ではなく、市独

自で、現本庁舎西側駐車場に整

備するのが適している。駐車場

は立体ではなく平場を希望す

る。 

整備エリアについては、市庁舎

整備検討委員会での承認、市議

会への報告を経た上で、「北部

拠点整備予定地に新たに庁舎

を建設する」ことが、現状では

最も有力であるとしたところ

です。県市双方にとって有益な

施設となるよう、今後埼玉県と

連携して検討を進めたいと考

えています。 

駐車場の整備については、熊谷

市建築物駐車施設附置条例に

基づき、県市の導入機能、デジ

タル技術の進展による将来の

駐車場の需要等を踏まえて、今

後検討していきます。 

６．施設規模・

整備エリア 

現庁舎西側の駐車場に新庁舎

を建てるのがよい。県と市の合

同庁舎は、1階部分など市民が

使いにくくなるのではないか。

将来的な解体・建替え時にトラ

ブルが発生するのではないか

不安だ。 

基本構想においては、コミュニ

ティひろばを最有力の整備予

定地といたしましたので、県市

双方にとって有益な施設とな

るよう、今後埼玉県と連携して

検討を進めたいと考えていま

す。 

６．施設規模・

整備エリア 

コミュニティひろばで行われ

ている多様なイベントが、市庁

舎整備によって無くならない

か心配だ。市街地からアクセス

現在コミュニティひろばで行

われているイベントの実施方

法等については、今後、各所管

課において検討していきます。 
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がよく、ステージイベント等も

開催できる場所を確保してほ

しい。 

ご意見は、今後の計画等の検討

の参考にさせていただきます。 

６．施設規模・

整備エリア 

現庁舎が建設された当時は、今

後市の発展の基点となるよう

に構想され、現在庁舎の前方に

商店、バイパス状の通りには裁

判所も整備され、纏まった構成

となっていると再認識した。 

「熊谷市総合振興計画」や「熊

谷市都市計画マスタープラン」

等、本市の上位計画や関連計画

との整合を図りながら、今後の

検討を進めていきます。 

ご意見は、今後の計画等の検討

の参考にさせていただきます。 

９.今後の進め

方 

コミュニティひろばは狭く、県

と市で合同庁舎とすると、大型

化することで使いにくくなる

のではないか。 

一体的な整備をすることで、県

が予定している図書館や産業

振興機能が導入されることに

より、県市の連携による相乗効

果や地域の活力向上が見込ま

れることから、有益であると考

えていますが、大型化や複雑化

によって、市民の皆様が不便と

感じることがないよう、利便性

や安全性を考慮して、今後県市

で連携して検討を進めたいと

考えています。 

９.今後の進め

方 

市役所は市の中心ともいえる

ものなので独立した建物であ

るべきだ。狭い敷地に県と市で

合同庁舎にするメリットがわ

からない。 

９．今後の進め

方 

県と市の合同庁舎にすること

で、どんなメリットがあるのか

示されていない。本当に市民の

ためになるのか、メリット・デ

メリットを示すべきだ。 

必要性を含め

た全体計画に

ついて 

インフラの老朽化対策、子育て

関連で事件が目立つなど、市民

の命に直結する施策を優先し、

予算を使う優先順位を間違え

ないでほしい。 

「熊谷市公共施設等総合管理

計画」や「熊谷市個別施設計画」

に基づき、公共施設等の更新等

を適切に進め、市民サービス水

準の維持・向上を図っていきた

いと考えています。 

その他 庁舎移転後は現庁舎、駐車場、

中央公園を含めた再開発事業

を計画し、熊谷市がより魅力的

で住みたい街になってほしい。 

ご意見ありがとうございます。

ご意見は、今後の跡地活用等の

検討の参考にさせていただき

ます。 

 


